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家族の笑顔を守る ワクチン
４月１日から小城市では、２つの予防接種に対する助成が始まりました。
一つは子どもを「髄膜炎」から守るワクチン。
もう一つは女性を「子宮頸がん」から守る予防ワクチン。
どんな病気で、どんなワクチンなのかを調べてみました。

ずいまくえん

けい

　広報担当が市内の育児サークル（アイ
ルで開催分）に参加する保護者の方にア
ンケートを実施しました。回答者４０人。

認認知知度度アアンンケケーートト
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家族の笑顔を守るワクチン

 

―
髄
膜
炎
の
原
因
は
何
で
す
か
？

　

原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

ヒ
ブ
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）（
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
菌
ｂ
型
）
と
い
う
細
菌
が
多

く
の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
予
防
接
種
の
名
前
も

「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」
と
い
い
ま
す
。

―
予
防
接
種
は
ど
ん
な
病
気
に
対

す
る
も
の
で
す
か
？

　

主
に
「
細
菌
性
髄
膜
炎
」
を
予

防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
こ
の
病

気
は
、
初
期
で
は
風
邪
に
似
て
い

て
分
か
り
に
く
く
、
重
症
化
す
る

と
重
い
後
遺
症
を
残
す
場
合
が
あ

り
ま
す
。
発
生
率
が
低
い
こ
と
も

あ
り
、
病
気
の
こ
と
や
ワ
ク
チ
ン

の
こ
と
な
ど
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。

―
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
う
と
季

節
性
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

い
い
え
。
髄
膜
炎
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
菌
、
季
節
性
の
も
の
は

「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

毅

毅

毅

毅

」な

の
で
別
物
で
す
。
昨
年
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
た
時
に

問
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
季
節

に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

―
ど
ん
な
子
ど
も
が
か
か
り
や
す

い
の
で
す
か
？

　

５
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
す
ね
。

特
に
生
後
２
か
月
か
ら
２
歳
未
満

児
や
免
疫
力
が
落
ち
て
い
る
時
に

か
か
り
や
す
い
よ
う
で
す
。
菌
自

体
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
菌
な
の

で
予
防
は
ワ
ク
チ
ン
の
み
で
す
。

―
保
護
者
に
で
き
る
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
？

　

お
子
さ
ん
の
様
子
が
少
し
で
も

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
生
後
３

か
月
く
ら
い
ま
で
は
か
か
り
つ
け

医
に
す
ぐ
、
相
談
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
年
齢

に
合
わ
せ
、
１
～
４
回
の
接
種
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
他
の
予
防
接

種
も
あ
り
、
大
変
だ
と
思
い
ま
す

が
、
最
近
、
薬
が
効
か
な
い
菌
も

増
え
て
い
ま
す
。
か
か
る
前
に
ぜ

ひ
予
防
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
供
給
量
が

少
な
い
た
め
、
早
目
の
ご
予
約
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種 
Ｑ 
＆ 
Ａ

Ｑ　

こ
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
た
効
果
は
？

Ａ　

接
種
を
受
け
た
人
の
ほ
ぼ
１

０
０
％
に
免
疫
が
で
き
、
高
い
予

防
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
界
各
国
で
も
広
く
接
種
さ
れ
て

い
ま
す
。

Ｑ　

副
反
応
は
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
？

Ａ　

注
射
し
た
と
こ
ろ
が
赤
く

な
っ
た
り
、
腫
れ
る
こ
と
は
あ
る

よ
う
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
な
い
よ

う
で
す
。

Ｑ　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
す
ぐ
受
け

ら
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ　

現
在
、
日
本
全
体
で
供
給
体

制
が
整
っ
て
い
な
い
た
め
、
す
ぐ

受
け
ら
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
早

目
の
ご
予
約
を
お
勧
め
し
ま
す
。

子どもを「 髄  膜  炎 」から守る
ずい まく えん

「髄膜炎」という病気をご存じですか？認知度の低い
病気ですが、かかると怖い病気です。子どもたちを
守るため、市は県内初の予防接種の助成に踏み出し
ました。

 
室 　むろ
 
英  
理  
子 
先
生

え 

り 

こ

　

小
城
市
民
病
院　

小
児
科
非
常
勤
医
師

子
ど
も
の
変
化
に
気
づ
き
、

守
れ
る
の
は
親
だ
け
。
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―
子
宮
頸
が
ん
は
ど
ん
な
人
が
か

か
り
や
す
い
ん
で
す
か
？

　

原
因
の
ほ
ぼ
１
０
０
％
は
ヒ
ト

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染

な
ん
で
す
が
、
こ
れ
は
性
交
渉
に

よ
っ
て
感
染
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
女
性
の
約　

％
が
一
生

８０

に
一
度
は
感
染
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
ほ
ど
あ
り
ふ
れ
た
菌

な
の
で
す
。
全
て
の
人
が
発
症
す

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日

本
で
は
年
間
約
１
５
、
０
０
０
人

の
方
が
発
症
し
て
い
ま
す
。　

―
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る

ん
で
す
ね
。

　

そ
う
で
す
ね
。更
に
、初
期
の
段

階
で
は
自
覚
症
状
も
な
い
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
気
付
い
た
時
に
は

が
ん
が
進
行
し
て
い
る
場
合
が
多

く
、
治
療
方
法
と
し
て
は
手
術
と

な
り
ま
す
。
初
期
で
あ
れ
ば
そ
の

後
の
妊
娠
も
可
能
で
す
が
場
合
に

よ
っ
て
は
子
宮
の
全
摘
出
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
性
交
渉
の
低

年
齢
化
に
よ
り
、
出
産
を
控
え
た

　

代
後
半
～　

代
前
半
の
若
い
女

１０

２０

性
に
増
え
て
い
る
の
が
気
が
か
り

で
す
。

―
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
が
ん
そ
の
も

の
を
予
防
で
き
る
画
期
的
な
も
の

で
す
。
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
の　

％
を
予
防
で
き
ま
す
。
ワ

６０

ク
チ
ン
は
３
回
の
接
種
が
必
要
で

す
。
３
回
で
抗
体
が
で
き
、
長
期

間
ウ
イ
ル
ス
か
ら
守
っ
て
く
れ
ま

す
。
現
在
、
世
界
の
１
０
０
か
国

以
上
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

―
今
回
、
市
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
に
対
し
て
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
？

　

昨
年
末
に
ワ
ク
チ
ン
が
承
認
さ

れ
、
今
回
、
助
成
に
踏
み
切
っ
た

ス
ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
は
大
変
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
他
に
何
か
予

防
策
は
あ
り
ま
す
か
？

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
子
宮

頸
が
ん
に
な
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
の
で
、
毎
年
の
定
期
検
診
を
合

わ
せ
て
お
勧
め
し
ま
す
。

　

私
は
産
婦
人
科
医
と
し
て
、
こ

の
ワ
ク
チ
ン
を
待
望
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
般
的
に
は
ま
だ

認
知
度
が
低
く
、
金
額
的
に
も
高

額
な
の
が
現
状
で
す
。
国
が
公
費

負
担
す
る
な
ど
の
、
後
押
し
が

も
っ
と
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
認
知

が
広
ま
り
、
多
く
の
方
に
接
種
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
強
く
願
い

ま
す
。

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種 
Ｑ 
＆ 
Ａ

Ｑ　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
何
歳
か

ら
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

Ａ　
　

歳
以
上
か
ら
接
種
可
能
で

１０

す
。
最
近
で
は
、
性
交
渉
の
低
年

齢
化
に
よ
り　

代
後
半
か
ら
子
宮

１０

頸
が
ん
に
か
か
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。　

代
は
検
診
を
受

１０

け
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

症
状
に
気
づ
か
ず
、
病
気
が
進
行

し
や
す
い
の
で
、
特
に
、
若
い
方

の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Ｑ　

助
成
の
対
象
は
な
ぜ
中
学
2

年
生
な
の
で
す
か
？

Ａ　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
若
い
人

ほ
ど
効
果
が
高
い
こ
と
。
ま
た
、

妊
娠
・
出
産
を
控
え
た
、
若
い
世

代
に
予
防
を
、
と
い
う
こ
と
と
、

他
の
予
防
接
種
と
重
複
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
中
学
２
年
生
を
対
象

に
し
ま
し
た
。
産
婦
人
科
学
会
で

も
こ
の
年
代
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

家族の笑顔を守る ワクチン

女性の約８０％感染！？子宮 頸 がん
けい

近年、２０代の発症が増加している子宮頸がん。市で
は、九州初の予防ワクチン接種助成を決定しました。

 
松  
尾 　
 
憲  
人 
先
生

ま
つ 

お 

の
り 
ひ
と

　

小
城
市
民
病
院　

産
婦
人
科
医
師

子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン
で

予
防
で
き
る
唯
一
の
が
ん
で
す
。
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家族の笑顔を守るワクチン

助成を受けるために
注意事項
・法で受けることを定められている定期接種ではなく、任意の予防接種の
ため医療機関によって費用が異なります。
・対象は市内在住の方に限ります。
・接種を受けたことを母子健康手帳に記入してください。

ヒブワクチン接種
●ワクチンの接種について　　　　　　　　　　　
・接種の対象：生後２か月～５歳未満
・費用（１回の接種につき）：７，０００円前後
・接種のスケジュール

●助成の対象について　　　　　　　　　
　市内在住の生後２か月～５歳未満の乳幼児
・助成額（１回の接種につき）：３，０００円

・市内指定医療機関の場合　　　　　　　　　　　
①指定医療機関に予約をする。
②医療機関へ行き接種。
　持母子健康手帳・助成金を除く接種費用

・市外の医療機関の場合　　　　　　　　　　　　
①指定以外の医療機関に予約する。
②指定以外の医療機関で接種。
　持母子健康手帳・接種費用全額
③健康増進課（三日月庁舎）へ行く。
　持領収書・母子健康手帳・通帳・印鑑
④後日、健康増進課から助成額が振込まれます。

※接種を希望される方は必ず予約をお願いします。
（ワクチンが不足しており、希望の日に接種でき
ない場合があります。）

生後１歳
～
４歳

生後７か月
～

１１か月

生後２か月
～

７か月未満
１回目の
接種

×４－８週間後４－８週間後２回目

×１年後４－８週間後３回目

××１年後４回目

１回３回４回合計

子宮頸がん予防ワクチン接種
●ワクチンの接種について　　　　　　　　　　　
・対象年齢：１０歳以上の女性
　（ワクチンの効果は性交渉経験済の女性でもあります）
・費用
　（１回の接種につき）：１５，０００円～１７，０００円前後
・接種のスケジュール
❶回目　→　❷回目　　→ →　　❸回目

●助成の対象について　　　　　　　　　
　市内在住の中学２・３年生の女子
（中学３年生を対象にするのは平成２２年度に限り
ます。又、年度内の助成となりますので１回目の
接種を平成２２年９月末までに受けてください）
・助成額（１回の接種につき）：７，５００円

・指定医療機関のみ　　　　　　　　　　　　　　
①健康増進課（三日月庁舎）へ申請に行く。
　持母子健康手帳・印鑑
②助成券・予診票を受取り、接種の趣旨の説明を受
ける。
③市内の指定された医療機関に予約をする。
④医療機関へ行き接種。
　持母子健康手帳・助成券・助成金を除く接種費用・
　　予診票
※市では２０歳以上の方に子宮頸がん検診助成を行っ
ています。予防のために、毎年の検診を受診しま
しょう。

　問合せ　健康増進課　母子保健係
　　　　　担当　島ノ江・南里　☎７３－８８２２

▲
１
か
月
後

　

１
回
目
か
ら 

▲
６
か
月
後
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家族の笑顔を守る ワクチン

市内指定医療機関
ご注意
子宮頸がん予防ワクチンは市内指定医療機関での接
種のみ助成が受けられます。

子宮頚がんＨｉｂ電話番号医療機関名
○×７３－３６４１石井外科医院

小城町

○○７３－３２３５伊東医院
○○７２－２０３１豊田医院
○○７３－３６６６やなぎしまこども医院
○×７２－１１００高橋内科
×○７１－１３７７酒井内科クリニック
○○７２－３２３２野田好生医院
○○７２－１１７０さかた診療所
○×７２－８４００ひらまつレディースクリニック
○○７３－２１６１小城市民病院
○○７３－３０８３江口病院

三日月町

○○７３－２０６７古賀医院
○×７３－８０２２ひろおか内科・神経内科クリニック
○○７２－１１５１坂田クリニック
○○７２－７８００いなだ小児科・アレルギー科
○○７２－３６３６まなべ消化器内科クリニック
○○６６－６０３６しまうちクリニック

牛津町
○○６６－４８３８樋口医院
○○６６－３７５０村岡内科医院
○×６６－０３１４おおしまクリニック
○○６６－１５４７徳富医院芦刈町

「予防」で守るもの。それは、家族の幸せ。

「
自
分
は
大
丈
夫
…
」

「
我
が
家
に
は
関
係
な
い
…
」

　

そ
う
思
っ
て
、
せ
っ
か
く
の
検
診

も
受
け
ず
に
い
ま
せ
ん
か
。

　

病
気
の
原
因
は
身
近
な
と
こ
ろ
に

あ
る
も
の
で
す
。

　
「
予
防
が
で
き
る
も
の
は
予
防
し

て
お
く
。
そ
の
方
が
効
果
的
」
と
室

先
生
。

　

病
気
は
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
家

族
に
と
っ
て
も
辛
い
も
の
で
す
。

　

あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
の

命
を
守
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
「
予

防
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

今
回
の
２
種
の
予
防
接
種
は
任
意

の
も
の
な
の
で
、
高
額
の
よ
う
に
感

じ
ま
す
が
、
万
が
一
病
気
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
…

　

治
療
費
や
身
体
的
・
精
神
的
負
担

を
考
え
る
と
、
予
防
し
た
方
が
賢
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
方
の
生
命
と
、

ご
家
族
の
笑
顔
を
守
り
た
い
」

　

そ
れ
が
市
の
願
い
で
す
。
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全国名水サミットinおぎ
できること つたえること

みずから みずから

～天山（やま）から有明海（うみ）へ水つむぎ～

６月４日金　名水シンポジウム／（会場）ドゥイング三日月

＞全国大会（時間は前後する場合があります）
受付開始１２：３０
全国大会１３：００
１３：２５大会終了

＞シンポジウム
みんなの夢　輝け清水川・祇園川１３：３５
／岩松小学校6年生の皆さん
基調講演　／C．W.ニコル氏１４：１０
パネルディスカッション１５：２０
◆コーディネーター：冨吉賢太郎 氏
◇パネリスト：宮島　徹 氏、山口勝也 氏
　　　　　　　岩松要輔 氏、コカコーラ社
小城宣言１７：００
大会宣言１７：１５

どなたでも参加できます。
＊ただし、事前にお申し込みが必要です。
申し込みは５月７日から受付けます　※先着順

［申込先］０９５２－７３－８８０３（小城市役所環境課） 
　　　　　※土日祝日を除く８：３０～１７：１５

　今回のサミットでは、「みずからできること　みず
からつたえること」の大会テーマのもと、冒頭に、名
水百選「清水川」が流れる地元岩松小学校６年生が、
１年間を通して取り組んできた環境保全活動を『輝け
みんなの夢　清水川　祗園川』と題して発表してくれ
ます。
　また、大会終盤では小城市内の各種団体等の方々に
“みずからできるちょっとしたこと”を、『小城宣言』と
いうかたちで宣言していただきます。
　「一人の百歩」より「百人の一歩」をめざして、多
数の市民の皆様の参加をお待ちしています。

＜基調講演＞
Ｃ．Ｗ．ニコル 氏

◆生年月日
１９４０年７月１７日生

◆略歴
英国ウェールズ生まれ。１７
才でカナダへ渡り、その後、
カナダ水産調査局北極生物
研究所の技官として、海洋
哺乳類の調査研究にあたる。

○１９６７年より
２年間、エチオピア帝国政府野生動物保護省の猟
区主任管理官に就任。シミエン山岳国立公園を創
設し公園長を務める。

○１９７２年より
カナダ水産調査局淡水研究所の主任技官、また環
境保護局の環境問題緊急対策官として、石油、化学
薬品の流出事故などの処理にあたる。

○１９８０年
長野県黒姫に居を定め、以降、執筆活動をしている。

○１９９５年７月
日本国籍を取得。

○２００２年
自ら荒れた森を購入し、生態系の復活を試みる作
業を２０年間行い、財団法人Ｃ・Ｗ・ニコル・アファ
ンの森財団を設立。

○２００５年
英国エリザベス女王陛下より名誉大英勲章を賜る

【問合せ】小城市役所　環境課　環境係　　☎７３－８８０３（担当：山口、松本）
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◎
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

　

今
回
、
子
ど
も
手
当
の
創
設
に

よ
り
、
平
成　

年
４
月
か
ら
中
学

２２

校
修
了
ま
で
の
子
ど
も
一
人
に
つ

き
、
月
額
１
３
、
０
０
０
円
（
所

得
制
限
な
し
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
平
成　

年
３
月
ま

２２

で
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
な

い
方
、
受
給
さ
れ
て
い
た
方
で
も

中
学
校
２
・
３
年
生
の
児
童
が
お

ら
れ
る
方
は
、
新
た
に
手
続
き
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は

４
月　

日
（
土
）
ま
で
に
通
知
書

１０

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

を
こ
ど
も
課
（
小
城
庁
舎
）
又
は

各
庁
舎
で
行
う
受
付
会
場
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
３
月
ま
で
児
童
手

２２

当
を
受
給
さ
れ
て
い
た
方 

で
、
平
成　

年
度
に
お
い
て

２２

中
学
校
２
・
３
年
生
に
児
童

が
い
な
い
方
は
手
続
き
は
不

要
で
す
。

　
（
児
童
手
当
か
ら
引
き
続
き

子
ど
も
手
当
を
支
給
し
ま

す
）

 

◎
注
意
事
項

・
平
成　

年
９
月　

日
（
木
）
ま

２２

３０

で
に
申
請
を
行
え
ば
平
成　

年
２２

４
月
分
か
ら
子
ど
も
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
が
、
平
成　

年　

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊２２

１０

月
以
降
に
申
請
さ
れ
た
場
合
は
、

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

と
な
り
ま
す
。

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

・
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
の
手

続
き
に
な
り
ま
す
。

・
保
護
者
と
児
童
が
別
居
さ
れ
て

い
る
世
帯
で
、
児
童
の
住
所
が

小
城
市
外
に
あ
る
場
合
に
は
通

知
書
は
郵
送
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

詳
し
く
は
担
当
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。 

◎
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
認
定
請
求
書
又
は
額
改
定
請
求

書
（
通
知
書
に
同
封
）

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

③
受
給
者
の
健
康
保
険
証
又
は
年

金
加
入
証
明
書
ど
ち
ら
か
一
方

 
（
国
民
年
金
の
方
は
不
要
）

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

④
受
給
者
の
通
帳
又
は
通
帳
の
写

し
（
金
融
機
関
名
、
口
座
番
号
、

口
座
名
義
人
（
カ
ナ
）
が
わ
か

る
も
の
）

⑤
養
育
し
て
い
る
児
童
と
別
居
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
別
居
し
て

い
る
児
童
の
属
す
る
世
帯
全
員

の
住
民
票 
謄  
本 
と
う 
ほ
ん

 

◎
申
請
受
付

　

４
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
こ
ど

も
課
（
小
城
庁
舎
）
で
随
時
受
付
。

※
４
月　

日
（
水
）、　

日
（
木
）

１４

１５

は
小
城
庁
舎
で　

時
ま
で
受
付
。

２０

【
お
知
ら
せ
】今
回
の
子
ど
も

手
当
に
は
、
受
給
資
格
者
が

子
ど
も
手
当
の
額
の
全
額
又

は
一
部
を
市
に
寄
附
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

各庁舎での受付【受付時間９時～１７時】
受　付　場　所受　付　日

小城庁舎（１階ロビー）４月１４日（水）・１５日（木）

三日月庁舎（１階北フロア）４月１６日（金）

芦刈庁舎（１階ロビー）４月１９日（月）

牛津庁舎（１階ロビー）４月２０日（火）

４月１日から
子ども手当の
申請受付がスタート！
【問合せ】こども課　子育て支援係（小城庁舎）
　　　　　担当　水田　☎７３－８８２１

平成２２年３月まで
「児童手当」をも
らっていました
か？

いいえ申請が必要です。

はい

4月現在、中学校
2年生又は3年生
がいますか？

いいえ

申請は不要です。
児童手当から子ど
も手当に引きつぎ
ます。

はい

申請が必要です。

申請が必要な方と不要な方
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離
職
者
で
あ
っ
て
就
労
能
力
及

び
就
労
意
欲
の
あ
る
方
の
う
ち
、

住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
又
は
喪

失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
を
対
象

と
す
る
住
宅
手
当
制
度
の
支
給
要

件
が
、
平
成　

年
４
月
よ
り
、
一

２２

部
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。　

　

安
心
し
て
就
職
活
動
が
で
き
る

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

よ
う
家
賃
と
し
て
３
７
、
０
０
０

画
臥

蚊円
を
上
限
に
支
給
し
ま
す
。

◎
対
象
・
要
件

　

申
請
時
に
全
て
の
要
件
に
該
当

す
る
方
。

①
平
成　

年　

月
１
日
以
降
に
離

１９

１０

職
し
た
世
帯
主
の
方
。

②
原
則
と
し
て
、
収
入
の
な
い
方
。

一
時
的
な
収
入
が
あ
る
場
合
に

は
、
生
計
を
一
と
す
る
同
居
の

親
族
の
収
入
の
合
計
が
次
の
範

囲
で
あ
る
こ
と
。

③
生
活
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族

の
預
貯
金
の
合
計
が
次
の
金
額

以
下
で
あ
る
こ
と
。

・
単
身
世
帯　
　

万
５０

・
複
数
世
帯　

１
０
０
万

④
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
等
に
対

す
る
雇
用
施
策
に
よ
る
貸
付
又

は
給
付
（
就
職
安
定
資
金
融
資

等
）、
自
治
体
が
実
施
す
る
類

似
の
貸
付
又
は
給
付
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
。

　

手
当
て
支
給
期
間
中
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
お
け
る
月
１
回
以
上
の

職
業
相
談
及
び
市
の
支
援
員
等
に

よ
る
月
２
回
以
上
の
面
接
に
加
え
、

原
則
週
１
回
以
上
の
求
人
先
へ
の

応
募
な
ど
の
就
職
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
◎
申
請
に
必
要
な
書
類

・
本
人
確
認
書
類

　
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
離
職
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

書
類
（
離
職
票
な
ど
）

・
世
帯
の
収
入
が
確
認
で
き
る
書

類
・
世
帯
員
全
員
の
預
貯
金
の
額
が

確
認
で
き
る
書
類（
通
帳
な
ど
）

・
証
明
写
真

　
（
縦
４　

×
横
３
・
５　

以
内
）

cm

cm

◎
支
給
に
関
し
て

　

支
給
期
間
は
最
長
で
９
か
月
間

で
す
。
世
帯
の
収
入
に
応
じ
て
支

給
額
は
異
な
り
ま
す
。

　

手
当
は
、
住
宅
の
貸
主
の
口
座

へ
市
か
ら
直
接
振
り
込
み
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！ 

小
城
市
廃
棄
物
中
継
セ
ン
タ
ー

　

天
山
地
区
共
同
塵
芥
処
理
場
に

替
わ
り
、
新
た
に
小
城
市
廃
棄
物

中
継
セ
ン
タ
ー
が
平
成　

年
４
月

２２

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
積
替
え
施
設
で
、
可

燃
ご
み
が
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を

使
っ
て
次
々
と
大
型
の
パ
ッ
カ
ー

車
に
積
み
込
ま
れ
、
唐
津
市
の
ク

リ
ー
ン
パ
ー
ク
さ
が
ま
で
運
び
出

さ
れ
ま
し
た
。
３
月
中
旬
か
ら
リ

ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
て
き
た
こ
と
も

あ
り
、
順
調
な
滑
り
出
し
で
し
た
。

　

中
継
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営

に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。
ご
み
の
分
別
・
減
量
化
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
環
境
課

　

廃
棄
物
対
策
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

千
葉

　

☎　

−
８
８
０
３

７３

住宅手当の支給要件が
変更されました
【問合せ】福祉課　地域福祉係（三日月庁舎）
　　　　　担当　深町・桑原　☎７３－８８２５

収　入　要　件対象世帯

月収１２１，０００円未満単身世帯

月収１７２，０００円以下2人世帯

月収２０９，０００円未満3人以上世帯
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 まちの話題
人
権
の
花
観
賞
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

３
月
４
日
（
木
）
に
桜
岡
小

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
観

賞
会
は
、
小
学
校
の
児
童
が
、

育
て
て
き
た
花
を
観
賞
す
る
こ

と
に
よ
り
、
や
さ
し
さ
と
思
い

や
り
の
心
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を

目
的
に
、
法
務
省
の
「
人
権
の

花
運
動
」
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
校
児
童
・
人
権

擁
護
委
員
・
小
城
市
市
民
部
長

が
参
加
す
る
な
か
、
各
ク
ラ
ス

で
作
成
し
た
「
人
権
標
語
」
の

発
表
が
あ
り
、
児
童
の
人
権
に

関
す
る
意
識
が
、
た
か
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

３
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）、

１３

１４

小
城
本
町
通
り
界
隈
で
開
催
さ
れ

た
第
１
回
お
ぎ
ぶ
ら
ぶ
ら
フ
ェ
ス

タ
は
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

新
鮮
な
農
産
物
に
、
迫
力
あ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
、
大
盛
況
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
が
中
心
と

な
っ
て
、
４
町
の
個
性
を
活
か
し
、

小
城
市
全
体
を
発
展
さ
せ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

　

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の 

　
　
　

閲
覧
及
び
縦
覧

　

平
成　

年
度
「
固
定
資
産
課
税

２２

台
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
評
価

額
（
土
地
・
家
屋
）
の
、
閲
覧
・

縦
覧
が
次
の
と
お
り
で
き
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
～
５
月　

日
３１

　
（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

◆
閲
覧
場
所

　
税
務
課
固
定
資
産
係（
小
城
庁
舎
）

◆
閲
覧
で
き
る
方

固
定
資
産
の
所
有
者
、
借
地
借

家
人
な
ど

◆
縦
覧
で
き
る
方

　

納
税
者

　
（
相
続
人
、納
税
管
理
人
を
含
む
）

◆
持
参
す
る
物

・
印
鑑
、
納
税
者
の
確
認
が
で
き

る
物

・
代
理
人
は
委
任
状
及
び
印
鑑
、

本
人
確
認
が
で
き
る
物

　
（
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

　

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
税
務
課

　

固
定
資
産
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

中
島
・
谷
山

　

☎　
−

８
８
０
１

７３

 小城市まちなか再生　　Re　Born宣言　２０１０

第１回 おぎ
ぶらぶらフェスタ
大成功！　

【問合せ】
 小城市中心市街地活性化協議会
 ☎７２－８１００（小城庁舎３階）

①小城太鼓の力強い音が小城の空に響き渡りました。②躍動感のある三日月龍王浮立。③パフォーマンスに観客から盛大な拍手。④昭和
のまちなか写真展では多くの人が昔を懐かしんでいました。⑤小城・呼子・竹崎・南九州からのうまかもんに行列が！

募集！まちづくり応援団を随時募集しています。個人、団体を問いません。詳しくはお問合せください。

①③⑤

②④
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　市では、小城市芦刈地区において市民のみなさんが、自主的、主体的に行う創意工夫にあふれたまちづくり
活動に対して助成金を交付します。
※この事業は、小城市芦刈地区のまちづくり交付金の提案事業として実施しています。
①助成内容
　・助　成　額　対象経費の８０％以内（千円未満切り捨て、上限１０万円）
　・助成団体数　３団体程度

②募集条件　応募できるのは、次の条件をすべて満たす団体です。
　・構成員が５人以上であること
　・芦刈地区内に活動の拠点を置き、主に芦刈地区内で活動していること
　・政治・宗教・営利を目的としていないこと
③応募方法　活動計画書や予算書等の書類を提出していただく必要がありますので、詳しいことについては、

担当係までお問い合わせください。
④応募期限　４月３０日（金）
⑤助成の決定　助成の可否と金額については、まちづくり活動助成審査委員会による書類審査等の結果により

市が決定します。
【応募・問合せ】〒８４９－０３１４　小城市芦刈町三王崎３４６番地２
　　　　　　　　小城市役所都市整備推進室　まちづくり推進係（芦刈庁舎）　担当　田中
　　　　　　　　☎６３－８８２６　　胃６３－８８２８

こんな活動
が対象！！

育てる
地域づくりのための人材育
成活動
例：まちづくりシンポジ
ウムの開催、まちづくり
広報の発行　等

調べる
地域の活性化に関する調
査・研究・計画づくり
例：施設有効活用調査、
散策マップ作成　等

きれいにする
地域生活環境の保全・
整備活動
例：公園等の清掃及び
植栽・植樹活動　等

交わる
集落間及び地域間の交流
活動
例：広域スポーツ大会等

盛り上げる
地域活性化のためのイベ
ント
例：太鼓で元気なまちづ
くり　等

その他
その他　市民が提案する
地域づくり活動
例：ふるさと逸品試食会
等

　　小城市芦刈地区

まちづくり活動の提案を募集します

 まちの話題
芦
刈
を
轟
か
せ
！

と
ど
ろ

芦
刈
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

全
国
大
会
出
場
へ

　

２
月　

日
（
日
）、
佐
賀
市
の

２８

県
総
合
体
育
館
柔
道
場
に
て
、

第　

回
全
国
少
年
柔
道
大
会
県

３０
予
選
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
の
小
学
生
約
１
４
０
人
、

　

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
日
頃
の

２８練
習
の
成
果
を
出
し
、
競
い
合

い
、
白
熱
し
た
試
合
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

結
果
、
芦
刈
少
年
柔
道
ク
ラ

ブ
が
見
事
優
勝
し
、
来
る
５
月

５
日
（
水
）
に
東
京
の
講
道
館

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

　

全
国
大
会
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
額
が 

改
定
さ
れ
ま
す　
　
　

（
旧
）
月
額
１
４
、
６
６
０
円 

（
新
）
月
額
１
５
、
１
０
０
円 

（
平
成　

年
４
月
分
か
ら
）

２２

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

な
い
で
す
か
？

　

半
額
免
除
、
１
／
４
免
除
、
３

／
４
免
除
に
該
当
さ
れ
て
い
る
方

で
、
保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
場

合
は
、
未
納
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
の
国
民
年

２１

金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請
の

受
付
期
限
は
、
４
月　

日
（
金
）

３０

で
す
。

　

期
限
ま
で
に
申
請
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度

２２

　

老
齢
基
礎
年
金
の
額　
（
満
額
）

　

７
９
２
、
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
４
８
０
月
納
入
）

　

平
成　

年
度
の
年
金
額
が
据
え

２１

置
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
国
保
年
金
課

　

国
保
年
金
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

古
川

　

☎　

−

８
８
０
２

７３

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故 

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
の
道
路
横
断
中
の
交
通

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
道
路
を

横
断
す
る
と
き
は
、
少
し
遠
回
り

で
も
信
号
機
や
横
断
歩
道
の
あ
る

と
こ
ろ
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
近
く
に
信
号
機
や
横
断

歩
道
が
な
い
と
き
は
、
見
通
し
の

よ
い
場
所
を
選
ん
で
横
断
し
、
斜

め
横
断
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は 

あ
な
た
を
守
る
命
綱

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
交
通

死
亡
事
故
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。「
車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
」
を
心
が
け
て
、
後
部
座
席

を
含
む
全
て
の
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
す
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
に
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

※
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
子
ど

も
の
体
格
に
あ
っ
た
も
の
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

夜
間
に
外
出
す
る
際
の
心
が
け

　

夜
間
に
、
外
出
す
る
際
、
服
装

に
よ
っ
て
、
車
か
ら
見
え
る
距
離

が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

　

白
っ
ぽ
く
明
る
い
服
装
や
反
射

材
を
着
用
す
る
な
ど
し
、
交
通
事

故
防
止
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】　

総
務
課　

　

消
防
交
通
係
（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

栁
川
・
三
ツ
家

　

☎　

−

８
８
１
８ 

６３

あ
ん
摩
・
は
り
・
き
ゅ
う

等
施
術
券
を
利
用
で
き
る

地
域
を
拡
大
し
ま
し
た　

　

市
で
は
、　

歳
以
上
の
高
齢
者

６５

の
方
が
あ
ん
摩
・
は
り
・
き
ゅ
う

等
の
施
術
を
受
け
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
お
り
ま
す
が
、
４
月

１
日
よ
り
施
術
券
が
利
用
で
き
る

地
域
を
次
の
と
お
り
拡
大
し
ま
し

た
。【

拡
大
前
】

小
城
市
内
、佐
賀
市
、多
久
市
、

江
北
町

⇦

【
拡
大
後
】

小
城
市
内
、佐
賀
市
、多
久
市
、

江
北
町
、唐
津
市
、白
石
町

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

　

な
お
、
施
術
券
が
利
用
で
き
る

事
業
所
の
一
覧
表
は
各
庁
舎
の
総

合
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
前
に
小
城
市
の
指

定
を
受
け
て
い
る
か
、
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課

　

高
齢
福
祉
係
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

下
村

　

☎　
−

８
８
２
０

７３

　

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

期
間
／
４
月
６
日
～　

日　
１５

「
４
月　

日
は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

１０

 まちの話題
新
一
年
生
へ

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を

寄
贈

　

３
月
２
日
（
火
）、
さ
が
び
よ

り
の
発
売
記
念
と
し
て
作
成
さ

れ
た
「
ひ
よ
り
ち
ゃ
ん
」
リ
フ

レ
ク
タ
ー
（
反
射
板
）
を
今
春

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
を
対

象
と
し
て
、
佐
賀
県
農
業
協
同

組
合
佐
城
統
括
支
所
、
小
城
地

区
共
乾
連
絡
協
議
会
、
小
城
市

生
産
組
合
協
議
会
よ
り
教
育
委

員
会
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ひ
よ
り
ち
ゃ
ん
リ
フ
レ
ク

タ
ー
は
、
後
日
、
小
学
校
を
通

じ
て
新
１
年
生
全
員
へ
渡
さ
れ

ま
す
。
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 まちの話題
芦
刈
地
区
が

花
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
し
た

　

３
月
６
日
（
土
）
に
芦
刈
町

婦
人
会
の「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

が
芦
刈
地
区
青
少
年
育
成
会
、

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
王
国
芦
刈
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
合
同
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

芦
刈
地
区
青
少
年
育
成
会
の

メ
ン
バ
ー
（
園
児
、
小
学
生
、

中
学
生
、
保
護
者
）、
婦
人
会
な

ど
の
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
、

会
話
や
交
流
を
し
な
が
ら
、
丁

寧
に
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の
植
栽
を

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
の
花
壇
な
ど
に
も
植
栽

し
、
公
共
施
設
は
、
色
彩
豊
か

な
花
で
彩
ら
れ
ま
し
た
。

　

婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
卒

業
、
入
学
の
時
に
子
ど
も
達
へ

良
好
な
環
境
を
提
供
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
毎
年
３
月
に
植

栽
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

中学校の玄関前に植栽

　

平
成　

年
度
の
介
護
保
険
料
は

２２

４
月
１
日
現
在
の
世
帯
に
お
け
る

住
民
税
の
課
税
状
況
等
に
よ
っ
て

７
月
に
確
定
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
保
険
料
が
確
定
す

る
ま
で
の
納
付
方
法
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　

４
・
６
・
８
月
の
納
付
額
は
、

平
成　

年
度
２
月
と
同
額
を
天
引

２１

き
し
ま
す
。

普
通
徴
収（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

　

４
月
か
ら
７
月
ま
で
は
、
送
付

さ
れ
る
納
付
書
又
は
口
座
振
替
に

よ
り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
の
納
入
通
知
書
は
、

２２

４
月
中
旬
頃
に
送
付
し
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に　

歳
に
な
る
方

６５

　

介
護
保
険
料
の
通
知
書
を　

歳
６５

に
な
る
月
の
翌
月
に
送
付
し
ま
す
。

徴
収
方
法
は
、
普
通
徴
収
と
な
り

ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
る
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
毎
月
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
が
開
始
さ

れ
る
の
は
、　

歳
到
達
か
ら
お
お

６５

む
ね
６
ヵ
月
後
か
ら
と
な
り
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

手
続
き
は
、
納
入
通
知
書
に
同

封
さ
れ
て
い
る
申
込
書
に
記
入
し

て
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
だ
け
で
す
。

介
護
保
険
料
の
減
免

　

火
災
な
ど
の
特
別
な
事
情
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
保
険
料
を
減
免
す
る
等
の
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
段
階
が
第
３
段

階
の
方
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度

も
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
の
申
請
は
、

７
月
下
旬
か
ら
受
付
け
ま
す
。
市

福
祉
課
か
佐
賀
中
部
広
域
連
合
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課

　

高
齢
福
祉
係
（
三
日
月
庁
舎
）

　

☎　

−

８
８
２
０

７３

　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

業
務
課

　

☎　

−

１
１
３
５

４０

保険料算　式対　象　者保険料段階
月額　２，１４６円
（年額２５，７５２円）

基準額
×０．５

生活保護を受給している人。または、世帯全員の住民税が非課税で
老齢福祉年金を受給している人第１段階

月額　２，１４６円
（年額２５，７５２円）

基準額
×０．５

世帯全員の住民税が非課税で、前年の合計所得金額＋前年の課税年
金収入額が８０万円以下の人第２段階

月額　３，２１９円
（年額３８，６２８円）

基準額
×０．７５世帯全員の住民税が非課税で、第２段階に該当しない人第３段階

月額　３，９０６円
（年額４６，８７２円）

基準額
×０．９１

世帯に課税者がいる場合に本人の住民税が非課税の人で、前年の合
計所得金額＋前年の課税年金収入額が８０万円以下の人
※通知書等での標記は、特例第４段階となります。第４段階

月額　４，２９２円
（年額５１，５０４円）基準額

世帯に課税者がいる場合に本人の住民税が非課税の人で上記以外の
人
※通知書等での標記は、第４段階となります。

月額　４，９７９円
（年額５９，７４８円）

基準額
×１．１６

本人に住民税が課税されており、前年の合計所得金額が１２５万円未
満の人第５段階

月額　５，３６５円
（年額６４，３８０円）

基準額
×１．２５

本人に住民税が課税されており、前年の合計所得金額が１２５万円以
上２００万円未満の人第６段階

月額　６，４３８円
（年額７７，２５６円）

基準額
×１．５

本人に住民税が課税されており、前年の合計所得金額が２００万円以
上の人第７段階
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平成２２年度　６５歳以上の方の段階別介護保険料額
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市の所有する下記の物件を、一般競争入札により売却します。 
入札を希望される方は、以下の条項を確認して申請してください。

　　　売却物件
　①消防自動車３件

　②小型動力ポンプ３件

　　　入札に関して
入札・開札の日時と場所　４月２１日（水）１０時　牛津庁舎２階会議室
　　　　　　　　　　　　入札後直ちに開札
入札説明書の交付場所・期間　場所：牛津庁舎　総務課　消防交通係（②番窓口）
　　　　　　　　　　　　　　期間：４月１２日（月）～１６日（金）９時～１７時
入札参加の申込　入札参加申込書に記入をして４月１６日（金）１７時までに総務課消防

交通係に提出してください。郵送、メール等での受付はできません。
入札保証金・契約保証金　無
車両の展示　牛津庁舎隣の体育館北側にて随時展示（９時～１７時まで）　
　※詳しくは、市のホームページをご覧いただくかお問合せください。

【問合せ】総務課消防交通係（牛津庁舎）　担当　相川・栁川　☎６３－８８１８

消防積載車・小型動力ポンプを売却します

最低価格排気量・走行距離初年度登録車検財産名称番号
１０，５００円０．５４Ｌ・ ６，５３４km平成元年３月スバルサンバー　Ｍ－ＫＴ６Ａ－１
１２，６００円１．８１Ｌ・ ９，９８８km平成元年３月トヨタ　トヨエース　Ｍ－ＹＹ５１Ａ－２
１２，６００円１．８１Ｌ・１５，５７３km平成元年３月トヨタ　トヨエース　Ｍ－ＹＹ５１Ａ－３

最低価格燃料機関形式購入年財産名称番号
１８，９００円　混合油（配合率３０：１）トーハツ２ＷＴ７８Ｆ昭和５７年トーハツポンプＶ７５ＣＳＢ－１
１８，９００円　混合油（配合率３０：１）トーハツ２ＷＴ７８Ｆ平成元年トーハツポンプＶ７５ＤＳＢ－２
１８，９００円　混合油（配合率３０：１）トーハツ２ＷＴ７８Ｆ平成元年トーハツポンプＶ７５ＤＳＢ－３

Ａ－１（軽自動車）

Ａ－２、Ａ－３は同タイプ

ポンプ参考（Ｂ－１写真）

夜間納税相談窓口のお知らせ
税金は納期内に納めましょう！

　◆開 設 日　４月８日、２２日（木）
　◆時　　間　１７時３０分～２０時
　◆開設場所　税務課窓口
　　　　　　　（小城庁舎１階　正面玄関左）
【問合せ】税務課収納対策係（小城庁舎）☎７３‐８８１０

※特殊車両のため、公道を走るためには改造が必要です。
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内科
金木水火月

　福山　浩二佐藤　彬黄　泰奉◎徳島恵美子菅　謙司予 約

午前
尾形　徹黄　泰奉菅　謙司尾形　徹尾形　徹
黄　泰奉◎久保田未央◎徳島恵美子菅　謙司◎徳島恵美子新 患
◎久保田未央　高橋浩一郎呼 吸 器

　河口　康典肝 臓
富樫　理子（隔週）リウマチ

菅　謙司◎久保田未央　福山　浩二黄　泰奉予 約
午後 ◎久保田未央◎久保田未央◎徳島恵美子黄　泰奉新 患

　宮崎　博喜腎 臓
尾形　徹自由診療

※火曜日　１７時３０分～１９時まで自由診療を行っています。（禁煙・薄毛・ＥＤ）

外科
金木水火月

持永　信夫三宅　徹郎持永　信夫三宅　徹郎持永　信夫午　前
三宅（予約）持永　信夫持永　信夫三宅（予約）午　後

※手術が行われる日につきましては、午後の診療を休診とさせて頂きます。
※月・金の午後は予約制となっていますが、急病等の際には事前にご連絡ください。

循環器科
金木水火月

◎龍　俊宏午　前
◎龍　俊宏◎龍　俊宏午　後

泌尿器科
金木水火月

高木　紀人佐賀大学より午　後

産婦人科
金木水火月

松尾　憲人松尾　憲人松尾　憲人松尾　憲人松尾　憲人午　前
松尾　憲人福田　耕一松尾　憲人松尾　憲人午　後

松尾　憲人夕方診療
※火曜日　１７時３０分～１９時まで夕方診療を行っています。
※手術が行われる日につきましては、午後の診療を休診とさせて頂きます。

小児科
金木水火月

佐賀大学より佐賀大学より佐賀大学より佐賀大学より佐賀大学より午　前

脳神経外科
金木水火月

佐賀大学より午　後

　 各 診 療 科 ・ 週 間 担 当 医 表　
（平成２２年４月１日現在）

診療時間　午前　８時３０分から１２時３０分まで（受付は１１時３０分まで）
午後　２時から４時まで（受付は４時まで）　

　新年度になり、外来担当医表が大きく変わりました。◎印のついた医師は、今年度４月から
赴任した新任医師です。新任医師については５月５日号の市報でご紹介します。

糖尿病教室昼食会のご案内
　糖尿病の方とそのご家族を対象に昼食会を開催します。糖尿病についての知識や糖尿病食、
運動療法の紹介等を計画しています。ご希望の方はお早めに申し込みください。
◆日　時　４月２２日（木）１１時から２時間程度
◆場　所　小城市民病院　３階　研修室    
◆参加費　５００円（昼食代）　　◆定員　２０人（先着順）　　◆申込期限　４月１５日（木）
【申込み・問合せ】　☎７３－２１６１　　担当　江頭・岡本
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第１回 親子ふれあい
教室参加者募集！

◆日時　５月１日（土）　１０時開始　１５時終了予定
◆場所　三日月野外研修センター
　　　　（現地集合現地解散）
◆活動内容　野外体験活動
◆対象　小城市在住の親子（子どもは原則小学生）
◆定員　３０人
◆参加費　１人　５００円
◆持ってくる物　野外体験ができる服装、帽子、
　　　　　　　　タオル、水筒、軍手
◆申込期限　４月２３日（金）
【問合せ・申込先】
　小城市教育委員会生涯学習課
　（小城庁舎）担当　古川　☎７３－８８０８

「古川貞二郎」特別講演会
てい じ ろう

　佐賀県出身の元内閣官房副長官で、５人の首相
（村山、橋本、小渕、森、小泉）を“官僚のトップ”
として支え続けた古川氏。国政の中枢で活躍してこ
られた古川氏を招いて特別講演会を開催します。
◆日　時　４月２４日（土）１４時～
◆場　所　牛津赤れんが館
◆演　題　「ふるさと佐賀と半生」
◆入場料　無料
◆主　催　佐賀玉屋・牛津赤れんが会
◆後　援　小城市・小城市教育委員会
【問合せ】牛津赤れんが会　☎０９０－３４１２－５８６６

知

第３３回佐賀県消防職員
意見発表会

　火災・救急・救助など、現場で活動するファイヤー
マンの熱い話を聴いてみませんか？
　どなたでも入場できますので、お気軽にお越しく
ださい。入場は無料です。
◆日　時　４月１６日（金）１０時～
◆場　所　グランデはがくれ　フラワーホール
◆発表者　消防職員１４人程度
◆主　催　佐賀県消防長会
【問合せ】
　佐賀県消防長会事務局（佐賀県広域消防局総務課）
　☎３３－６７６３

知

小城市戦没者追悼式

　先の大戦において亡くなられた戦没者の方々を追
悼し、恒久の平和を祈念するため、市主催による戦
没者追悼式を開催します。
◆日時　４月２４日（土）
　　　　１０時開式（受付　９時３０分～）
◆場所　小城市生涯学習センター
　　　　（ドゥイング三日月）
【問合せ】福祉課　地域福祉係（三日月庁舎）
　　　　　☎７３－８８２５

知

慰霊巡拝の実施について

　旧主要戦域となった陸上及び遺骨収集の望めない
海上における戦没者の遺族を対象として、厚生労働
省が実施する慰霊巡拝の参加者を募集します。
◆派遣地域
旧ソ連（イルクーツク州、ザバイカル地方、アムー
ル州、ハバロフスク地方）東北地区（中国）、イン
ドネシア、東部ニューギニア、ミャンマー（旧ビ
ルマ）、マリアナ諸島、トラック諸島、フィリピ
ン、ギルバード諸島、硫黄島
※詳細及び参加を希望されるご遺族の方はご連絡く
ださい。
【問合せ】佐賀県庁　地域福祉課　援護恩給担当
　　　　　☎２５－７０５８

知

募

小城市のホームページが
リニューアルしました！

　小城市のホームページが、さらに使いやすく・見
やすくなりました！アドレスはこれまでと同じで
す。詳しくは市報４月２０日号でご紹介します。
小城市ＨＰ　http://www.city.ogi.lg.jp
【問合せ】総務課秘書広報係（牛津庁舎）☎６３－８８１８

知
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佐賀中部広域連合
嘱託職員募集

◆業務内容（介護保険法に基づく業務）
　①審査会の補助事務
　②対象者の訪問調査を行い、調査表を作成
◆募集人員　若干名
　（①のうち、１名は育児休暇代替職員）
◆雇用期間　
　平成２２年５月１日～平成２３年３月３１日
　（２か月間は、試用期間）
※勤務成績が良好な場合は、雇用期間を年度毎更
新。育児休暇代替職員は、雇用期間が変更になる
ことがあります。
◆資格、免許等の条件
①保健師の資格及び普通自動車運転免許取得者
②保健師、看護師、准看護師、介護支援専門員、
社会福祉士、介護福祉士のいずれかの資格及び
普通自動車運転免許取得者

※②の業務は車での対象者訪問が可能でパソコンが
実務レベルで使用できる方
◆勤務形態　月～金週３５時間（時間外の勤務有り）
◆報酬　　①月額　１９０，０００円
　　　　　②（常勤）月額１８３，２００円
◆応募方法
　以下の書類を揃えて、郵送又は、持参してください。
　（１）市販の履歴書（顔写真貼付）
　（２）資格等証明（写し）
◆選考方法　書類選考及び面接（後日連絡）
◆応募締切　４月１６日（金）必着
◆その他　採用された方には、研修を行います。
【応募・問合せ】
　〒８４０－０８３１　佐賀市松原四丁目２番２８号
　佐賀中部広域連合認定審査課　☎４０－１１３２

募

各　種　相　談
時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談
芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎月第１火曜日

行政相談
人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター毎月第２火曜日

小城町　桜楽館毎月第３火曜日

牛津公民館毎月第４火曜日

１０：００～１５：００小城町
桜楽館　相談室毎月第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室毎月第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム毎月第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室毎月第３水曜日

１０：００～１５：００

小城町　桜楽館毎月第１水曜日

福祉の出張
巡回相談

三日月町
三日月庁舎毎月第２水曜日

牛津町　アイル毎月第３水曜日

芦刈町　ひまわり毎月第４水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室毎週月・水・金曜日消費生活

相　　談

自衛官募集

◆受付期間　４月１日（木）～５月１０日（月）
【一般曹候補生】
◆応募資格　１８歳以上（高校生除く）２７歳未満の者
◆試験日　５月２２日（土）
【幹部候補生】
◆応募資格　２２歳以上～２６歳未満の者
◆試験日　５月１５日（土）、１６日（日）
【問合せ】　自衛隊佐賀募集案内所　☎３１－５００２

募

心いっぱい絵手紙展

　絵手紙を楽しく描き続けて１０周年を迎えました。
今回は、地元小城で開催します。
メンバーの個性豊かな心いっぱいの絵手紙の数々を
お楽しみください。
◆日時　４月２０日（火）～２５日（日）
　　　　９時～１７時（最終日１６時まで）
◆場所　小城市民図書館小城館（桜城館）
　　　　１階ロビー
【問合せ】小城絵手紙ボランティア野菊の会
　　　　　代表　式町　☎７２－４３６６

開

アイルで献血しよう！！

　アイル７周年を記念して感謝祭を行います。会場
にて愛の献血を行いますので皆さんのご協力をお願
いします。
◆日時　４月２５日（日）・午前　１０時～１２時
　　　　　　　　　　・午後　１３時～１５時３０分
◆場所　アイル
【問合せ】牛津保健福祉センターアイル
　　　　　☎５１－５５１５

知
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あ
る
。

　

耳
に
馴
染
む
メ
ロ
デ
ィ
と
、
歌
詞
に

は
〝
住
の
江
橋
〞、〝
有
明
海
〞
に
〝
む

つ
ご
ろ
う
〞
と
芦
刈
町
の
情
景
が
目
に

浮
か
ぶ
、
親
し
み
や
す
い
唄
だ
。

　

昭
和
61
年
に
完
成
し
、
当
時
は
夏
祭

り
な
ど
で
踊
ら
れ
て
い
た
が
、
時
代
と

共
に
、
踊
る
機
会
が
減
っ
て
き
た
と
い

う
。

　

そ
こ
で
昨
年
、『
芦
刈
音
頭
を
も
っ

と
町
内
行
事
に
取
り
入
れ
、〝
地
域
力
〞

の
源
に
し
よ
う
！
』
と
の
思
い
に
燃
え

た
有
志
の
方
々
を
中
心
に
、「
芦
刈
音

頭
保
存
会
」
が
発
足
。

　

以
来
、
賛
同
す
る
人
が
徐
々
に
増
え
、

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
約
30
人
ほ
ど
。
初

心
者
も
多
く
、
月
１
回
の
練
習
を
楽
し

み
に
和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
を
続
け
て

い
る
。

次
の
世
代
に
踊
り
継
ぐ

　
「
芦
刈
音
頭
」
と
い
う
地
元
の
踊
り

を
も
っ
と
多
く
の
若
者
に
も
知
っ
て
ほ

し
い
と
、
今
年
１
月
、
成
人
式
（
芦
刈

会
場
）
で「
芦
刈
音
頭
」を
披
露
す
る
事

を
企
画
。
新
成
人
は
地
元
の
踊
り
を
食

い
入
る
よ
う
に
見
入
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
２
月
に
は
芦
刈
小
学
校
の
６

年
生
を
対
象
に
初
の
「
芦
刈
音
頭
」
の

練
習
も
企
画
。

　

初
め
て
目
に
し
踊
る
子
が
多
く
、
最

初
は
ぎ
こ
ち
な
い
動
き
だ
っ
た
が
、
保

存
会
の
方
々
に
手
と
り
足
と
り
教
え
て

も
ら
い
、
最
後
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に
踊

る
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

練
習
の
最
後
に
、
代
表
の
橋
間
大
樹

さ
ん
が
「
芦
刈
の
伝
統
芸
能
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
芦
刈
音
頭
を
受
け
継
い
で

い
き
た
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

初
授
業
を
終
え
て
、
保
存
会
の
森
永

さ
ん
は
「
み
ん
な
真
面
目
に
練
習
し
て

く
れ
た
の
で
、
覚
え
も
早
か
っ
た
で
す

ね
。
子
ど
も
た
ち
と
踊
れ
て
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
」
と
に
っ
こ
り
。

　

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、「
こ
れ
か

ら
も
芦
刈
の
伝
統
文
化
と
し
て
、
い
ろ

ん
な
機
会
に
ど
ん
ど
ん
踊
っ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
決
意
に
燃
え
て
い
る
。

（
－
22）/男

性
22
031
人（
－
17）/女

性
24

ん
な
機
会
に
ど
ん
ど
ん
踊
っ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
決
意
に
燃
え
て
い
る
。

成人式のお祝いに駆け付け、ひと踊
り。新成人の成長した姿に感慨もひ
としお。

小
城
市
報
さ
く
ら
」
は
大
豆
油
イ
ン
キ
と
再
生
紙
を
使
用
し
て

495（
－
5）/ 世

帯
数
14,845

世
帯（
＋
16）

成人式のお祝いに駆け付け、ひと踊成人
り。新成人の成長した姿に感慨もひ
としお。

芦刈小学校の子どもたちと一緒に楽
しく踊った。

芦刈音頭保存会の代表の皆さん

芦
刈
音
頭

一
、
太
鼓
叩
け
ば
（
チ
ョ
イ
ト
ネ
）
ぶ
ど
う
も
ゆ
れ
て

　
　

伸
び
て
栄
え
る　

夢
を
呼
ぶ

　
　

幼
馴
染
み
の　

天
山
さ
え
も

　
　

踊
る
稲
穂
に　

え
び
す
顔

　

※

老
い
も
若
き
も　

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

　
　

芦
刈
音
頭
で　

ひ
と
踊
り

二
、
御
田
祭
り
で
（
チ
ョ
イ
ト
ネ
）
み
そ
め
た
あ
の
娘

　
　

踊
り
自
慢
で　

器
量
よ
し

　
　

愛
の
か
け
橋　

住
の
江
橋
の

　
　

月
も
み
と
れ
て　

立
ち
ど
ま
る

　

※

く
り
か
え
し

三
、
海
は
有
明
け
（
チ
ョ
イ
ト
ネ
）
潮
風
う
け
て

　
　

海
苔
が
景
気
の　

音
頭
と
る

　
　

ち
ょ
い
と
浮
か
れ
て　

む
つ
ご
ろ
ど
ん
も

　
　

踊
り
み
た
さ
に　

背
伸
び
す
る

　

※

く
り
か
え
し

四
、
今
も
昔
も
（
チ
ョ
イ
ト
ネ
）
変
わ
ら
ぬ
も
の
は　

　
　

熱
い
情
け
と　

面
浮
立

　
　

祭
り
ば
や
し
の　

音
色
も
冴
え
て

　
　

実
り
ゆ
た
か
な　

明
日
を
呼
ぶ

　

※

く
り
か
え
し

　
　

作
詞　

橋
間　

哲
也

　
　

作
曲　

福
島　

一
美

　
　

編
曲　

吉
川　

鉦
晴

　
　

唄　

片
渕
由
美
子

コ
ー
ラ
ス　

タ
イ
ニ
ー
シ
ョ
ッ
プ


